








要約:小児期の血圧と、その後の血圧あるいは成人病との関連についての疫学的研究のレビ

ューを行った。個人の血圧は時間的経過を追っても高いものは高めになるという、いわゆ

る Tracking の現象を認めた文献が多くみられた。反面、小児期の高血圧が、成人期の成人

病の危険因子であることを観察した文献はほとんど見あたらなかった。わが国で、小児期

の血圧を成人病危険因子とした仮説についての長期コホート研究を行う場合に配慮すべき

点について考察した。 


